
梅
毒
病
院
の
医
師
と
し
て
、
主
と
し
て
遊
女
の
梅
毒
の
予
防
や
治
療

と
い
う
形
で
わ
が
国
の
医
療
に
関
与
し
た
。
こ
の
院
長
職
に
対
し
て

日
本
側
か
ら
俸
給
を
支
払
う
こ
と
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
医
と
し

て
の
立
場
を
堅
持
し
て
出
向
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
立
場
を
考
え
る
と
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
死
に
さ
い
し
て
明
治
政
府
の

応
対
は
、
は
な
は
だ
手
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
さ
き
に
述
べ
た
長
崎
で
の
中
傷
や
誹
誇
に
対
す
る
陳
謝
の
意
味

も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
・
順
天
堂
大
学
医
学
部
）

英
国
の
ガ
イ
病
院
Ｒ
・
ブ
ラ
イ
ト
医
師
（
一
七
八
九
’
一
八
五
八
）

が
有
名
な
閃
８
．
易
具
冨
①
＆
ｏ
己
９
“
。
“
を
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
し

た
の
は
一
八
二
七
年
で
、
こ
の
中
で
指
摘
さ
れ
た
尿
蛋
白
と
浮
腫
を

伴
う
腎
臓
疾
患
が
、
そ
の
後
、
と
く
に
独
、
仏
で
長
く
ブ
ラ
イ
ト
氏

病
と
称
さ
れ
て
い
た
事
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
臨
床
医
学
に
お
け
る

不
滅
の
功
績
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

演
者
は
、
ま
ず
こ
の
ブ
ラ
イ
ト
氏
病
の
紹
介
が
、
い
つ
頃
に
始
ま

っ
た
か
に
つ
い
て
の
詮
述
べ
、
本
症
（
以
下
ブ
ラ
イ
ト
氏
病
を
「
本

症
」
と
す
る
）
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
尿
蛋
白
の
検
査
実
施
に
つ
い

て
の
調
査
を
要
す
る
の
で
、
今
回
は
一
、
二
の
例
に
つ
い
て
の
み
述

べ
る
。も

っ
と
も
早
い
紹
介
は
、
や
は
り
蘭
医
に
よ
る
講
義
に
ゑ
ら
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
一
月
に
開
校
さ
れ
た
長

や

フ
ラ
イ
ト
氏
病
の
日
本
へ
の
最
初
の
紹
介

に
つ
い
て

会
田
恵
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崎
で
の
ボ
ン
。
へ
の
医
学
講
義
「
朋
氏
内
科
論
」
に
わ
ず
か
に
み
ら
れ

る
。
モ
ル
ビ
ュ
ス
ブ
レ
チ
ー
と
し
て
出
て
お
り
「
分
秘
異
常
ヲ
違

う
者
」
と
し
て
蛋
白
尿
に
少
を
ふ
れ
て
あ
る
。

長
崎
で
は
、
ポ
ー
ド
イ
ン
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
か
ら
三
年

あ
ま
り
講
義
を
行
っ
て
病
院
で
の
指
導
を
行
い
、
石
田
氏
が
発
見
さ

れ
た
尿
糖
の
検
査
が
当
時
の
診
療
録
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
石
田
氏

の
御
教
示
に
よ
る
と
尿
蛋
白
の
検
査
は
み
ら
れ
な
い
と
の
事
で
あ

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
ポ
ー
ド
イ
ン
が
大
阪
医
学
校
で
講

義
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
二
年
の
「
日
講
記
聞
」
に
は
「
男
子
泌
尿

器
」
の
「
腎
蔵
病
」
の
項
に
「
貌
麗
都
腎
病
」
と
し
て
急
性
と
慢
性

に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
四
頁
、
六
頁
に
説
明
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
後
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
な
る
と
寺
畑
氏
が
指
摘

さ
れ
た
よ
う
に
、
慢
性
腎
臓
炎
に
つ
い
て
の
記
載
が
み
ら
れ
（
『
医

院
雑
誌
』
）
、
こ
れ
に
は
「
尿
蛋
白
ヲ
含
ム
」
と
あ
り
、
ま
た
明
治
九

年
八
月
よ
り
一
年
間
の
疾
病
統
計
を
岩
手
県
公
立
盛
岡
病
院
で
出
し

て
い
る
が
、
（
『
医
院
雑
誌
』
明
治
十
一
年
）
こ
の
中
に
「
武
雷
篇
」

の
病
名
分
類
が
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
尿
蛋
白
は
検
査

ザ

e
O

し
た
結
果
の
診
断
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
初
期
の
紹
介
は
、
本
症
の
臨
床
診
断
に
つ
い
て
の

説
明
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
印
象
を
も
っ
て
い
る
が
、
Ｒ
・
ブ

ラ
イ
ト
の
原
著
に
み
ら
れ
る
本
症
の
病
理
解
剖
所
見
ま
で
含
め
た
腎

臓
炎
の
紹
介
は
明
治
期
は
勿
論
、
大
正
期
で
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
辺
の
経
緯
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の
受
容
、

そ
の
他
の
要
因
か
ら
も
考
察
を
試
み
る
。

（
新
潟
県
柏
崎
市
）
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